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１．概要

　本学の性の多様性の理解促進を行う学生団体Marble
（マーブル）は、盛岡市の公募型協働推進事業（テーマ設
定型事業）に応募し、「性別や性的指向、性自認等につい
ての冊子作成プロジェクト」事業として採択された。本事
業は、盛岡市が社会的・地域的な課題と考えるテーマに
基づき行われるもので、市民活動団体等と市が協働で実
施することにより、高い成果が期待できる事業として助成
金交付につながった。盛岡市の男女共同参画室と協働で、
LGBTQ+等、性別や性的指向、性自認等についての啓発
冊子を作成し、SNS等を活用して広く周知することで、性
の多様性についての理解と関心を高め、性的マイノリティ
に対する差別や偏見を解消する一助とした。　

学生たちは「一人ひとりの性は、どれ一つとして同じも
のはなく、唯一無二の個性」であることを伝え、多くの
人に性の多様性を知って、ジェンダーやセクシュアリ
ティに関する用語を分かりやすく解説や図式化し、なお
かつ、ハラスメントや無意識の差別、性的マイノリティ
への理解促進について若者目線でパンフレットを作成し
た。作成したパンフレットは、盛岡市内の公共施設に配
架していただいた他、盛岡市の公式ホームページからダ
ウンロード可能とした。コロナ禍においてオンライン発
信は効果的であり、QRコードを読み取る形式の無記名
アンケート結果から、目標は充分達成されたと検証でき
た。

２．活動内容

　性の多様性をさらに理解すべく、毎週の読書会では1
冊の本やメディア媒体（本と音楽の融合作品）、映画／
ドキュメンタリー映像等を議論の中心に据え、自分たち
自身の思考のプロセスや物の見方、捉え方、理解の仕方
をも見直すディスカッションを重ねていった。性の多様
性について発信している他団体ともSNS上で交流しなが
ら、学びや実践を少しずつ重ね、その成果を『好きな色
で生きる』というパンフレットに集約した。タイトルに
は、1人ひとりが持つ個性、ひとつとして同じ色のない
グラデーションのようなもの、それが性の在り方である
とする学生たちの思いが込められている。性的マジョリ
ティ（多数派）も、性的マイノリティ（少数派）も、人
間として平等であり、すべての命は尊く、それぞれが「自
分の好きな色」（自分が望む性自認Gender Identityや性
的指向Sexual Orientation）を大切にしていけるように
という願いが込められている。

３．成果

　パンフレット配布後のアンケート結果から、主に次の
3点の成果が検証できた。

① 差別的な「ことば」に対する注意喚起と差別用語を避
ける具体例の提案。

② （当事者が望まぬ）アウティングの危険性について具

体的に分かりやすく伝えた。
③ 性的マイノリティを多様な個性の一つとして理解し、

誰もが本来の性自認で過ごすことの大切さについて学
べる文献等の紹介。

　これらの成果から、性自認について悩む若者層を対象
に、「ことば」を発信していく必要性が明らかになった。
性自認や「性と生」を意識し始めた年齢層に向かって、
大学生から、どのように他者の気持ちに寄り添ったらよ
いのか、もしくは抱えている個人の悩みをどのように他
者に理解してもらえる「ことば」で表現すれば良いのか
アドバイスしたいという新たな活動目標を見出すことが
できた。
　コロナ禍で課外活動が制限されていた時期において
も、オンライン上で関連他団体等と情報共有・オンライ
ン交流等ができた意義は大きい。そして盛岡市男女共同
参画室や「もりおか女性センター」との協働によって、
市民の視線を重視しながら、幅広く発信できたことに改
めて感謝したい。
　今、私たちは「多様化する社会」ではなくマーブル柄
のように「多様な社会」に生きている。社会が求める「あ
るべき姿」と「本当の自分」、もしくは「理想像」と「実
像」の間には違いがある。その狭間で「生きづらさ」を
感じている人が多いことを今回の事業から学んだ。「こ
うあるべき」の押し付け合いではなく、お互いを応援し
あえるような社会を構築するために、私たちはこれから
も考え続け、前進することで理解を深めていきたい。
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原則10：		異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く該当する
原則

制作したパンフレット制作したパンフレット


